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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 45,631 5.4 2,268 169.0 1,783 343.3 857 ―
22年3月期第2四半期 43,281 ― 843 ― 402 ― △2,451 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 78.83 ―
22年3月期第2四半期 △225.17 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 75,864 25,722 33.6 2,342.67
22年3月期 77,004 25,859 33.2 2,353.77

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  25,478百万円 22年3月期  25,602百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 30.00 30.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
― 30.00 30.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 82,000 6.7 2,200 ― 1,500 ― 500 ― 45.97



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しました。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今後様々な要因によって予測数値と
異なる結果となる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．４「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 11,027,107株 22年3月期  11,027,107株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  151,072株 22年3月期  149,693株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 10,876,284株 22年3月期2Q 10,888,379株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における当社グループを取巻く経営環境は、国内では、農業機械市場は春先の天候

不順などのマイナス要因があったものの、当用期に入り需要が回復したことで市場全体では前年を上回りまし

た。また、一般産業用機械市場は、依然、需要は低水準にあるものの、一部業態で回復の兆しが見え始めるなど

前年に比べると上向いてきました。 

海外は、最大市場である北米小型屋外作業機械市場の復調傾向が顕著になり、その他地域においても需要は比

較的安定しておりました。 

一方で為替相場は、対米ドル、ユーロとも前年同期間に比べ円高に推移しました。 

このような経済環境の下、当社グループは、積極的な拡販活動によって売上確保を図るとともに、経営統合シ

ナジー早期化のための販売網再編効果による売上拡大や海外生産移管による製造コスト低減などの活動促進、お

よびグループを挙げて一層の経営効率の向上と経費節減に継続して取り組むなど、懸命に業績回復に努めまし

た。その結果、円高の影響があったものの前年同期に比べて増収増益となりました。 

当第２四半期連結累計期間における当社グループ連結業績は次のとおりであります。 

  

[売上高] 

当第２四半期連結累計期間の売上高は、グループを挙げて拡販に努めた結果、前年同期間に比べて大幅な円高

で推移したにもかかわらず456億31百万円（対前年同期比5.4％増）となりました。その内訳は、国内売上高が

181億93百万円（同3.8％増）、米州の売上高は217億69百万円（同7.9％増)、米州以外の海外売上高は56億68百

万円（同1.8％増）となりました。 

セグメント別の概況は次のとおりであります。 

なお、昨年10月の事業子会社の吸収合併による当社事業会社化を機に、各セグメントの機種構成を整理・統合

したため、対前年同期比較は記載しておりません。 

①小型屋外作業機械・農業用管理機械 

売上高は346億２百万円となりました。 

・小型屋外作業機械部門 

国内は、春先の天候不順により動きの鈍かった主力の刈払機が当用期を迎え復調したことや、小型防除機、

エンジンカッターなどの売上が伸びたことで堅調でした。また、海外では、米州は市場の回復に加えて、経営

統合に伴う販売網の再編効果などにより売上が伸び、その他の海外においても、特にロシア向けチェンソーの

販売が引き続き大きく伸長するなど、総じて好調でした。 

その結果、小型屋外作業機械部門の売上高は258億18百万円となりました。 

・農業用管理機械部門 

国内は、春先の天候不順が野菜・果樹市況に影響を及ぼしたことで乗用管理機、高所作業機などの大型商品

が苦戦しましたが、畜産ルートを中心に動力噴霧機が伸び、その他畦草刈機などが好調で、全体では堅調に推

移しました。また、米国の農機製造・販売子会社の売上は前年を上回りました。 

その結果、農業用管理機械部門の売上高は87億83百万円となりました。 

②一般産業用機械 

国内関連業種の景況は一部回復基調にあり、また建機レンタル市場での需要も回復の兆しが見えはじめ、発

電機・溶接機が伸長したことに加え、記録的な猛暑によって送風機などの夏物商品が好調だったことなどで、

順調に推移しました。 

その結果、一般産業用機械の売上高は26億23百万円となりました。 

③その他 

国内外ともに、その他売上の大半を占めるアクセサリーおよびアフターサービス用部品の売上が伸長しまし

た。 

その結果、売上高は84億４百万円となりました。 

  

[損 益] 

当第２四半期連結累計期間の損益は、円高による利益率の減少はありましたが、売上高の増加に加え、製造原

価の低減や販売費および一般管理費の削減を図るなどグループを挙げて利益確保に努めた結果、営業利益は22億

68百万円（対前年同期比169.0％増）となりました。また、円高の影響に伴う為替差損の発生や、株式市況悪化

による投資有価証券評価損の計上などがありましたが、経常利益は17億83百万円（対前年同期比343.3％増）、

四半期純利益は８億57百万円（前年同四半期純利益△24億51百万円）となり、前年同期に比べて大幅に改善しま

した。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて11億40百万円減少し758億64百万円

となりました。 

その主な要因は、受取手形および売掛金が33億55百万円増加したものの、商品および製品が28億18百万円減少し

たことや、投資その他の資産が８億76百万円減少したことによるものです。 

②負債 

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて10億４百万円減少し501億41百万円と

なりました。 

その主な要因は、借入金が８億14百万円増加したものの、支払手形および買掛金が13億71百万円減少したことに

よるものです。 

③純資産 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて１億36百万円減少し257億22百万円

となりました。 

その主な要因は、四半期純利益により利益剰余金が８億57百万円増加したものの、為替換算調整勘定が４億２百

万円減少したことや、資本剰余金からの配当実施により資本剰余金が３億26百万円減少したことによるものです。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比べ0.4ポイント増加し、33.6％となりました。 

④キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりです。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益15億52百万円、減価償却費の計上14億27百万

円、たな卸資産の減少21億59百万円があったものの、売上債権の増加36億75百万円、仕入債務の減少14億64百万円

などにより、７億38百万円の支出となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得10億62百万円があったものの、信託受益権の売却５億97

百万円、有価証券および投資有価証券の売却５億10百万円などにより、58百万円の収入となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済14億42百万円があったものの、短期借入金の増加額20

億37百万円などにより、６億93百万円の収入となりました。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より42百万円減少

し、50億74百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当社グループの主力製品である小型屋外作業機械および農業用管理機械の需要は、北半球における春から初夏

までに偏っております。そのため、第２四半期累計期間に比べて第３四半期および第４四半期の半年間は売上高

および利益の水準が低くなると見込まれます。 

加えて、当社グループの売上の半分以上が米ドルを中心とする外国通貨によるものであるため、為替相場の動

向によっては、業績に大きく影響がおよぶ可能性があります。 

当期における今後の見通しにつきましては、海外経済の減速懸念が膨らみ、更なる円高や株価下落の影響が懸

念されるなど、依然として予断を許さない状況にあります。 

当社グループは、急激な円高という厳しい事業環境を乗り切るため、新規需要の開拓や既存顧客への積極的な

販売活動の展開などにより拡販を図るとともに、引き続き海外生産移管の推進による為替変動リスクの軽減と総

原価の低減に努め、強固な収益体質の構築をめざしてまいります。 

通期の連結業績予想につきましては、売上高は前回発表（平成22年５月14日）予想どおり推移する見込みです

が、損益面は、第２四半期連結累計期間での業績の進捗状況などを考慮し、営業利益および経常利益を下表のと

おり修正しております。 

なお、これらの本業績予想値の前提となる第３四半期以降の当社輸出にかかわる想定為替レートは、１米ドル

82円、１ユーロ110円です。 
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平成23年３月期連結累計期間業績予想数値の修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②たな卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸しを省略し、前連結会計年度末の実地

たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。また、たな卸資産の簿価切り下げに

関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切り下げを行う方法によって

おります。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準等の改正に伴う変更  

・第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。これにより、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は、７百万円減少しており

ます。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は７百万円であります。  

  

  
売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

当期純利益 

（百万円） 

１株当たり 

当期純利益 

（円） 

前回発表予想（Ａ） 82,000 1,700 1,300  500 45.97

今回発表予想（Ｂ） 82,000 2,200 1,500  500 45.97

増減額（Ｂ－Ａ） ― 500 200 ― ― 

増減率（％） ― 29.4 15.4 ― ― 

（ご参考） 

平成22年３月期 
76,868 176 △389  △3,589 △329.73

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,074 5,116

受取手形及び売掛金 16,826 13,470

有価証券 14 224

商品及び製品 21,213 24,032

仕掛品 941 1,035

原材料及び貯蔵品 4,642 4,355

その他 1,386 1,886

貸倒引当金 △425 △470

流動資産合計 49,675 49,652

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,419 8,403

土地 8,873 8,898

その他（純額） 5,693 5,877

有形固定資産合計 22,986 23,179

無形固定資産 684 778

投資その他の資産   

その他 3,544 4,438

貸倒引当金 △1,026 △1,044

投資その他の資産合計 2,518 3,394

固定資産合計 26,188 27,352

資産合計 75,864 77,004

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,771 17,143

短期借入金 19,225 17,400

1年内返済予定の長期借入金 1,359 2,535

未払法人税等 123 89

引当金 592 134

その他 3,481 4,094

流動負債合計 40,553 41,396

固定負債   

長期借入金 3,493 3,328

退職給付引当金 3,915 4,137

環境対策引当金 34 －

その他 2,144 2,281

固定負債合計 9,587 9,748

負債合計 50,141 51,145
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,000 6,000

資本剰余金 9,584 9,910

利益剰余金 11,842 10,985

自己株式 △139 △137

株主資本合計 27,287 26,758

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 225 456

繰延ヘッジ損益 △32 △12

為替換算調整勘定 △2,001 △1,599

評価・換算差額等合計 △1,808 △1,155

少数株主持分 243 256

純資産合計 25,722 25,859

負債純資産合計 75,864 77,004
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 43,281 45,631

売上原価 31,991 33,117

売上総利益 11,289 12,513

販売費及び一般管理費 10,446 10,244

営業利益 843 2,268

営業外収益   

受取利息 107 34

受取配当金 6 48

その他 133 154

営業外収益合計 248 238

営業外費用   

支払利息 225 223

為替差損 396 482

その他 66 17

営業外費用合計 689 722

経常利益 402 1,783

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 9

前期損益修正益 6 －

固定資産売却益 3 19

その他 7 －

特別利益合計 17 29

特別損失   

投資有価証券評価損 － 190

固定資産除却損 83 9

事業再編損 578 －

その他 16 60

特別損失合計 679 260

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△259 1,552

法人税、住民税及び事業税 459 728

法人税等調整額 1,559 △44

法人税等合計 2,019 684

少数株主損益調整前四半期純利益 － 868

少数株主利益 173 10

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,451 857
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 22,144 24,100

売上原価 16,674 17,222

売上総利益 5,469 6,877

販売費及び一般管理費 5,321 5,217

営業利益 148 1,660

営業外収益   

受取利息 62 12

受取配当金 － 2

その他 60 71

営業外収益合計 122 87

営業外費用   

支払利息 112 119

為替差損 314 187

その他 43 13

営業外費用合計 470 320

経常利益又は経常損失（△） △199 1,427

特別利益   

前期損益修正益 2 －

固定資産売却益 2 19

その他 7 －

特別利益合計 12 19

特別損失   

投資有価証券評価損 － 16

固定資産除却損 39 5

事業再編損 529 －

その他 9 17

特別損失合計 578 39

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△765 1,407

法人税、住民税及び事業税 291 310

法人税等調整額 1,478 170

法人税等合計 1,769 481

少数株主損益調整前四半期純利益 － 926

少数株主利益 116 8

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,651 917
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△259 1,552

減価償却費 1,715 1,427

退職給付引当金の増減額（△は減少） △294 △222

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △242 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15 △42

受取利息及び受取配当金 △114 △83

支払利息 225 223

賞与引当金の増減額（△は減少） 369 468

事業再編損失 578 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 190

売上債権の増減額（△は増加） △2,307 △3,675

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,842 2,159

仕入債務の増減額（△は減少） △762 △1,464

未収消費税等の増減額（△は増加） 431 26

その他 106 △562

小計 1,305 △2

利息及び配当金の受取額 115 83

利息の支払額 △229 △183

事業再編による支出 △170 －

法人税等の支払額 △387 △635

営業活動によるキャッシュ・フロー 633 △738

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却による収入 － 210

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,369 △1,062

有形及び無形固定資産の売却による収入 22 35

投資有価証券の売却による収入 － 300

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△1,507 －

信託受益権の売却による収入 547 597

保険積立金の払戻による収入 283 －

その他 △6 △21

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,030 58

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,320 2,037

長期借入れによる収入 － 456

長期借入金の返済による支出 △1,829 △1,442

配当金の支払額 △150 △326

少数株主への配当金の支払額 △84 －

その他 △11 △31

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,244 693

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8 △55

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 838 △42

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少） 9 －

現金及び現金同等物の期首残高 4,186 5,116

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,034 5,074
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該当事項はありません。  

  

  

１．報告セグメントの概要 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、事業部門を統括する事業本部を置き、各事業部門は取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社は、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「小型屋外

作業・農業用管理機械」、「一般産業用機械」の２つを報告セグメントとしております。 

「小型屋外作業・農業用管理機械」は、チェンソー、刈払機、パワーブロワー、動力噴霧機、スピードスプレ

ーヤ等を製造・販売しております。 

「一般産業用機械」は、溶接機、発電機等を製造・販売しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主にアクセサリーおよびアフ

ターサービス用部品の販売に係わる事業を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△2,101百万円は、報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術管理費であ

ります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２  

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

小型屋外作業・

農業用管理機械 
一般産業用機械 計 

売上高             

外部顧客への

売上高 
 34,602 2,623 37,226 8,404  －  45,631

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

 22,196 1,748 23,945 2,743  △26,689 －

計  56,799 4,372 61,171 11,148  △26,689  45,631

セグメント利益

又は損失（△） 
 1,318 △215 1,102 3,266  △2,101  2,268

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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